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第８３号議案 

   令和６年度退隠料等の年額の改定に関する条例の制定について 

 令和６年度退隠料等の年額の改定に関する条例を次のように定めるものとす

る。 

  令和６年８月２７日提出 

                     豊川市長 竹 本 幸 夫   

 

 

   令和６年度退隠料等の年額の改定に関する条例 

 （退隠料等の年額の改定） 

第１条 豊川市退隠料等給与条例（昭和３０年豊川市条例第２６号。以下「退

隠料条例」という。）上の吏員又はその者の遺族に支給する退隠料又は扶助

料については、令和６年４月分以降、その年額を、その年額の計算の基礎と

なっている給料年額にそれぞれ対応する別表の仮定給料年額を退職又は死亡

当時の給料年額とみなし、退隠料条例（昭和４８年度退隠料等の年額の改定

に関する条例（昭和４８年豊川市条例第３５号）第２条、昭和４９年度退隠

料等の年額の改定に関する条例（昭和４９年豊川市条例第２８号）第２条及

び昭和５１年度退隠料等の年額の改定に関する条例（昭和５１年豊川市条例

第３０号）第２条から第３条までの規定を含む。）の規定によって算出して

得た年額（その額に、５０円未満の端数があるときはこれを切り捨て、５０

円以上１００円未満の端数があるときはこれを１００円に切り上げる。）に

改定する。 

 （職権改定） 

第２条 この条例の規定による退隠料及び扶助料の年額の改定は、市長が受給

者の請求を待たずに行う。 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行し、令和６年４月１日から適用する。 
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別表（第１条関係） 

退隠料又は扶助料の年額の計算の

基礎となっている給料年額 
仮定給料年額 

２，７８７，３００円 ２，８６２，６００円 

２，９３８，０００円 ３，０１７，３００円 

３，０１２，９００円 ３，０９４，２００円 

３，０９０，９００円 ３，１７４，４００円 

３，２４１，４００円 ３，３２８，９００円 

３，３９３，０００円 ３，４８４，６００円 

３，４３２，６００円 ３，５２５，３００円 

３，５５７，９００円 ３，６５４，０００円 

３，７３５，７００円 ３，８３６，６００円 

３，９１１，９００円 ４，０１７，５００円 

４，０２０，６００円 ４，１２９，２００円 

４，１２６，７００円 ４，２３８，１００円 

４，３４２，０００円 ４，４５９，２００円 

４，５５２，８００円 ４，６７５，７００円 

４，５９４，２００円 ４，７１８，２００円 

４，７５８，０００円 ４，８８６，５００円 

４，９６４，６００円 ５，０９８，６００円 

５，１７０，１００円 ５，３０９，７００円 

５，３７４，２００円 ５，５１９，３００円 

５，５０３，１００円 ５，６５１，７００円 

５，６４０，４００円 ５，７９２，７００円 
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     理 由 

この案を提出するのは、恩給法による恩給改定率の改定等に関する政令の一

部改正に伴い、退隠料等の年額を引き上げる必要があるからである。 


